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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、結合組織増殖因子（CTGF）ファミリーに属するWNT1誘導性シグナル伝達経路（WISP）タンパク質サブファミリーのメンバーをコードしています。WNT1は、多様な発達過程を媒介する、システインに富む糖鎖シグナル伝達タンパク質ファミリーのメンバーです。CTGFファミリーのメンバーは、インスリン様成長因子結合ドメイン、フォン・ヴィレブランド因子C型モジュール、トロンボスポンジンドメイン、C末端シスチンノット様ドメインという4つの保存されたシステインに富むドメインを特徴としています。この遺伝子は結腸腫瘍で過剰発現しています。これは、悪性転化に関連するWNT1シグナル伝達経路の下流に位置する可能性があります。この遺伝子の変異は、常染色体劣性骨格疾患である進行性偽関節様異形成症と関連しており、この遺伝子が正常な出生後の骨格成長と軟骨の恒常性維持に不可欠であること示唆しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2008年7月]
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	WISP3 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

